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とあらわされる写像を平面内の中心アファイン変換（centroaffine transforma-
tion）とよびます．

中心アファイン変換で不変な図形の性質をどのように調べたらよいでしょ
うか？言い換えると，中心アファイン変換で写りあうものは同じものと理解
するとき，その図形に対してどのような「意味のある量」を定義できるでしょ
うか？
この講義では，このような問題に対して微分幾何学的なアプローチを紹介

します．まず，平面内のなめらかな曲線について，よく知られた「曲率」の
概念を復習した後，中心アファイン幾何学における「曲率」を定義し，中心
アファイン曲率一定曲線を紹介します．
つぎに，空間内の曲面について，Gauss 曲率等を定義した後，Tzitzeica の

定理を紹介します．微分幾何学を学んだ方はもちろん，はじめての方にも楽
しんでもらえるように，できるだけ微分積分学，線形代数学だけを予備知識
としてお話します．
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